
風力発電の低周波被害
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脳溢血、心筋梗塞、ガンによる死亡

(苦しさ、ストレスによる)



由良町の位置

人口は6千人

海上自衛隊基地、三井造船、
駒井ハルテック(鉄工所)

農業(柑橘類、米、野菜類)

神功皇后船出の地として古事記に記載



当初の被害分布図

畑地区、中地区、門前地区、
三尾川地区

(騒音だけ感じるという人も
いました)

（ひどい重症患者が多数い
ました）

0 1.0 2.0km

1.2km 畑地区

門前地区

三尾川地区

(うるさくてならない、と悲
鳴を上げる人もいました)

(平成24年調査)





由良宅の位置図

由良宅の周囲に被害者はいない。



2Hzの所が卓越しています。
(約30dbの差異でアップダウンを繰り返しています)

3㎞離れても風車独特の低周波の挙動を観測し
ます。

我家と風車までの距離は1.2㎞です。

水色の線は被害感が薄れた時のデータです。

苦しい時の測定データと比較して、著しい音圧の
変化があるとき、それが被害の原因であると考え
られます。

音圧dbはlog対数表示ですから1.000倍のエネル
ギー変化が繰り返されます。

db

1/3オクターブ分析による

(汐見文隆医師指導による)

Hz
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我家での測定風景
(2Hzで30dbのアップダウンがある)

空気振動、気圧変動の様子が分
かります。

風力発電独特の倍音、高調波がありま
す。

卓越した周波数成分のあることが分か
ります。

(動画としてYoutubeにアップしていま
す)



時系列に並べた卓越した被害成分

時間

音圧

周波数Hz



時系列に並べた風車起因の人工音

時間

音圧

Hz



我家での測定例②

(苦しい時と、楽な時の比較)



我家での測定例②

(赤い部分が風車由来の低周波)



風車近傍の音圧は高く、距離に比例して減衰する。

風車から離れると、卓越した周波数、倍音、高調
波が明確になる。

静かな室内では、特異なピークを持った被害成分
が純音として強調される。

由良宅では、2Hzの所で30dbの差異で変動を繰り
返す。

超低周波 0～20Hzの表示

風車独特の挙動を示す。

自然界にこのような波形はない。

風車起因の人工音です。

高速フーリエ変換(FFT)分析法による



風車は止まっといても、風車独特の低周波を
発している。

卓越した周波数成分があり、規則正しく小刻
みに振動している。

風車は止まっていても、独特の被害感がある。

ブレード、鉄塔(鉄パイプ)の自由振動がある。



風車が止まっている時と回転している時の比較

風車近傍では40db、由良宅では20dbの
変化があった。

風車独特の特異なピークを持った周波数成分、
倍音、高調波がある。

自然界にはない特異なピークを持った周波数
成分が気圧変動を繰り返している。



倍音、高調波が見られます。30dbの差異、1000倍のエネルギー変化が繰り返されます。 (0.01Hz刻みです)

80Hzより上は20db以下で静かです。超低周波領域が卓越しています。

由良宅10/29日

音圧が低い

周波数Hz

周波数Hz



風力発電が発する低周波音のへばりつき現象

風車からは低周波が出続けているので、反射波によって一定の大きさの定在波がある。
逆転層が出来ると、地面に沿って伝播する低周波が地表にへばりつくように拘束される。
音響学では、「音場」field of soundという概念がある。



石狩測定データ
(参照値を超えている部分もある)

(山田大邦氏論文)

特異なピークがたくさんあることが観測されている



石狩測定データ

圧力波形(風車の回転に合わせてピークが見られる)

音圧のピークは約70dbです。

周波数分析すると、特異なピークを持った倍音、高調波が明らかになる。

この繰り返されるリズミカルな気圧変動が頭痛などの健康被害を及ぼしています。

時間



谷に沿って低周波の通り道になっている。



由良谷を北側から見る

長さ４㎞ほどの谷あいの町です。

(南隣の日高町との間の山々にもたくさんの風車建設計画があります)



風力発電による乱流、気圧変動

後方の風車はかく乱された気圧変動を受けて想定外の振動をする。

ドイツHenning Müllerの報告書より



特異なピークを持った風力発電の低周波音

(Steven Cooperの論文より)



特異なピークを持った風力発電の低周波音

(Steven Cooperの論文より)



特異なピークを持った風力発電の低周波音

(Steven Cooperの論文より)



へニング・ミュラー論文より抜粋

0.8Hzの基本周波数があり、第一のピークの倍数がそれに続く。

(Steven Cooperの論文より)



下津町大窪地区、被害者宅近傍(車内)

風車由来の低周波の音圧が高く、
被害成分が突出しています。

被害者は気絶して倒れることが何
度もあった。
何度も救急車で運ばれることに
なった。

この場所では生活できなくなった。



下津町大窪地区、被害者宅、県環境課測定

卓越した被害成分を測定している。

1～20Hzを引き延ばしてみればよいのに、
分からないように表示している。

たぶん環境課職員は風車独特の振動を
繰り返す被害成分のあることを理解し
ている。

県職員は被害に遭って苦しんでいるこ
とを知っていて、被害者を蔑んでいる。

涙を流して訴える被害者に対して、笑い
ながら被害を認定する基準はないと嘲け
笑いました。

和歌山県の風車建設計画表を見せて、被
害者を敵視していました。

彼らには、敵と味方の区別がありました。



カナダの医師グループも健康被害があることを警告している。





デンマーク人でさえ怒り猛って
いる。

ヨーロッパではすでにたくさんの反対運動が
あります。

EPAW(European Platform Against Windfarms)
で検索してみてください。



畑地区アンケート調査結果

(全住民317名)

18.89％の人が被害症状がある
と答えた。

被害症状の自覚もなく、何も感じない人
でも、脳溢血や心筋梗塞などのリスクが
あると報告されています。

私が気付いたことは、性格が変化して
いって、以前はこういう人ではなかっ
たのに、と思うことが多々ありました。

汐見先生や海外の文献では、30％の人に
被害が及ぶと書かれています。

被害の基準は被害者にあります。

(平成27年調査)



環境省の事務連絡

(10％の人が許容できない)

これも言い訳で、認められることは
決してない。



愛媛県伊方町の被害者宅データー

(風車は止まっていても同じような卓越した低周波音を発している)

たくさんの被害者がすでに亡くなっている。

H.24年に由良町議会は伊方町の視察を行った。

伊方は原発でも風力でも何でもやれる。
素晴らしい町なんや、という話でした。

今も環境運動家たちによる厳しい隠蔽
工作が続いている。

反対させないための反対運動です。



由良宅キッチンでの測定風景







イギリス南部の抗議運動



ニューヨーク州の抗議運動



参照値と被害事例

参照値と離れた領域で被害が起こっている。

風車の被害

参照値


